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discovered on rocks at the low('r intertidal zone exposed to surf wave. This is the 

first record of this alga from lbaraki Prefecture. It is interesting to note that this alga 

was found for the first time on the coast of lbaraki and adJacent regions. From the 

distributional point of view， the present alga is as noteworthy as Pikea californica. 
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隠岐諸島産クロキヅタ

CauleψαscalPelliformis var. denticulata 

の遊走細胞の放出孔形成について*

萩原 修**・広瀬弘幸料

O. HAGIHARA and H. HIROSE: On the Formation of the 

Liberation tube of Ca!tleゆascalpellグormisvar. 

d初ticulataof Oki Islands* 

イワヅタ属 Caul.erpaの配偶子が放出される際には， まず葉状体上に長い突起が形

成され，突起の頂端が関孔してそとから放出されるととは既に DOSTALl)2)がC.prolifera 

とC.ollivieriについて報じ，ついで SCHUSSNIG71的も C.prolφmの扇平部上に生す
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る放出管を通じて遊走細胞が放出される有様を図示した。また !YENGAR4)もC.racemosa 

var. UV俳raについて配偶子の形成とその接合とのみについてのべたが放出管の形成につ

いては観察していない。

わが国では三宅駿一・国枝涛6)がへライワヅタ C.brachyρIlSの有性生殖について研

究し，配偶子の放出及ぴその接合，更に接合子の2ヶ月後の様子を報告している。また放

出管がほぼ円筒形であり，先端に比べて基部がわずかに太く，長さ2.0mm~0.8mm，巾0.17

mm~0.13mm であるとした。山田幸男10) は那覇にイチイヅタ C. taxifoliaの産する事を報

告し，同種の扇平部の表面から放出管が生じている様子を図示した。この種の放出管は長

さ約1mm~1. 5皿，直径150μとなっている。

時間旬s9)は同じく那覇でピャクシンヅタ C.cupressoides var. 

typicaの放出管と遊走細胞を観察している。

また縄村光男o)は隠岐諸島産のクロキヅタ Caulerpascalpelli-

formis (R. BROWN) AG. var. denticulata (DECSN.) WEBER 

VAN Bos. *の成熟季節について調査研究し，隠岐諸島の西の島，

美田湾におけるクロキヅタの成熟は6月中旬に始まり 7月下旬に

ほぼ終了するが8月下旬までは僅かノ戸らも成熟が継続することを述

べたが，遊走細胞放出のための放出管の存仮については報告しなか

った。

筆者等は1965年の7月下旬， 1966年の4月下旬と 8月下旬の3

回にわたって隠岐諸島の西の島の別府湾内見付島南西の水深約3m

の場所で本種の研究調査を実施した。 4月下旬， 7月下旬の調査で

は扇平部に何ら変化した様子は観察できなかったが 8月下旬のも

のでは扇平部がかなり厚くなり途中から副校や仮根を出しているも

のが多数みられた。そしてまた扇平部の体内が縞模様になって成熟

した様相を呈しており (Fig.1)，扇平部の両側ともその表面から

多数の放出管の生じている姿が観察された。放出管の生ずる位置は

互に何等の規則性もみられなく，全く不定であった。 (Fig.2-C)。

放出管はこん棒状をなし，長さ1.3mm~2.6瑚， その直径は基

部で 120μ~220μ，先端部で 120μ~ 160μあり，管の全長を通じて

ほとんど同じ直径であって，ヘヲイワヅタ C.brachypusやイチイ

ヅタ C.taxifoliaで報告された放出管とよく似ている (Fig.2-A，

B)。しかし C.proliferaで報告されたような， さき細りの管は 1

つも見当らなかった。また放出管は時折2肢に分れていた (Fig.2-

Fig. 1. 

隠岐島産クロキ

ツeタの成熟した葉

体の 1部。体内の

縞模様と不規則に

配列された放出管

を示す。 x%

*本種の学名は C.scalpelliformisの変種 var.denticulataよりも var.typica ~，こ当

てたい考えであるが，乙れについては稿を改めて後日述べたい。
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A “強議議機線 .R 

Fig. 2. 放出管の形成を示す。 A，B，こん棒状の放出管の形態を示す。

x 120 C，細胞内容の縞模様と放出管の配列を示す。 x2.5。

C)。また放出管は既に脱色した扇平部上には見られないので，遊走細胞が放出された後

はすみやかに消失するように思える。

~:i者等が喜主体の成熱と放出?ぎをみたH寺Wlは水温が年間を通じ最も高くなった時であ

り，君主村j)も同線の件について報じているので，これらをあわせ考えると，クロキヅタの

生殖活動が始まるためには環境水温が高混でなければならぬ事が考えられる。

Resume 

We have happily found the fertile thalli of Caulerpa scalpelliformis var. denticu-

lata and the Iiberation tubes built on them in late August of 1966. The cell contents 

of the fertile thalli were arranged somewhat stripedly. The liberation tubes were long， 

rod shaped， with almost same diameter through the whole length， 1. 3mm~2. 6mm in 

length and 120μ~160μ in diameter at the apical portions and 120μ~220，1l at the basal 

portions and were scattered irregularly on the whole surface of the thallus just like 

those of Cauler抑 prolifera(reported by DOSTAL and SCHUSSNIG)， C. brachypus 

(reported by Mry AKE and I<UNIEDA) and C. taxifolia (reported by YAMADA) 
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ノリの人工培養に好適した優良品種の選れ

寺本賢一郎*・木下祝郎*

K. TERAMOTO and S. KINOSHiTA: On the selection of 

excellent forms of Porphyra suitable for the artificial culture. 

ノリ養殖において，優良品種の育成は生産性を向上させる重要な課題である。

須藤 2)4)はアマノリ属の種間および問題の地方品種間で人工交雑を行なったが，これ

によって優良品種が得られる可能性はかなり仮く，天然での交雑や突然変異によって生じ

た優良品種を選沢するのが，むしろ実際的であると報告している。

優良品種の分離育種に関しては，昭和37年度から適地適種浅海増殖指定研究の一環と

して行なわれ，人工培養での出較試験例3)も報告されている。

本報はノリの人工培養に好適した優良品種を選沢する目的で，国内各地の54品種を培

養し，生長を比較したものである。

本文に入るに先立って，ノリ糸状体の分与を賜わった東海区，花海道区水産研究所，

および鹿児島，山口，広島，岡山，兵庫，愛知，静岡，神奈川，千葉，宮城，岩手の各県

水産試験所の方々に感謝の意を表します。
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